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　馬山の「アジサイ園」は、町が事業を起こしてから10余年の歳月が経過しました。
下仁田インターに隣接するため交通の便もよく、観光の名所となりました。これまでの道のりは
決して単純なものではなく、町と地域住民の皆さんの大変なご苦労によって出来上がったもので
す。
いよいよ実を結び多くの観光客が訪れるようになりました。「アジサイ園」の上部一帯の平坦な
畑地は文化財の包蔵地であり、下部一帯は下仁田ジオパークエリアの一つ「馬山丘陵」となって
います。現在の鏑川からアジサイ園にかけては、大昔の地質時代に平坦な地形を川が削り、大地
が隆起と侵食を繰り返してつくった段々地形で、このような地形を河岸段丘といって、人家や道
路、ネギやコンニャク畑等となっています。上に植えられたスギ林を切り開いて造成したもので
す。2004年（平成16）に町が中心となってアジサイを植栽し始め、2006年（平成18）から
は地域の人達が「紫陽花を育てる会」を発足させました。ここは町の東の玄関口に位置します。
この「アジサイ園」を関東一のアジサイ園にすべく、地域住民と町がともに力を合わせ、施設整
備をして管理運営に当たっています。植えつけられたアジサイは20,000株、サルスベリ
1,200本、これほど規模の大きなアジサイ園はほかの地域には見られないでしょう。上から西の
方向には物語山、荒船山、毛無山、鹿岳、四ッ又山等の山々が眺められます。上信越高速道の開
通は1993年（平成5）、その前年に国道254号バイパスが開通して交通量も増え、活性化して
きました。ところが明治時代後半までは東と西に橋がなく、交通の便が悪く孤立して住民の生活
はたいへん厳しいものがありました。時の村長神戸禎三郎さんや県議の山田平三郎さん等の功績
によって、現在の馬山の築かれたことは群馬県史に書き残されています。また、インター近くに
は「馬山新道の碑」高速道インター入口上部には庚申塚、そのわきにはサクラの巨木（目通り
3.85ｍ）等があります。町の皆さんもアジサイ園と共に周辺を散策してみませんか。要望があ
れば応援団に声をかけて下さい。ご案内いたします。

　アジサイは日本原産の植物です。植物学上アジサイ科・
アジサイ属です。アジサイをよく観察して見ますと、基本
的には二つのタイプの花があります。一つは花の全体が
丸いてまり状をしているアジサイ型（てまり型）とガク型
の2種が見られます。ガク型の花は、小さな花をした両性
花（めしべとおしべを持つ）と飾り花（中性花）の両方を
持っています。

ジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だよりジオパーク応援団だより

【季節の花】アジサイ

第10号 2016.5.1

銚子ジオパークより来訪銚子ジオパークより来訪

下仁田ジオパークの日下仁田ジオパークの日

―――馬山のアジサイ園―――
里　見　哲　夫

　4月12日、千葉県銚子ジオパークより市民の会の
メンバーと事務局員計6名が下仁田に起こしくださ
いました。銚子ジオパークは今年度ジオパークの再
認定審査を受ける立場から、昨年既に再審査を受け
た当地域の動向視察と昨年の関東大会の主催地から
の引継ぎを目的にジオサイトの見学とヒアリングを
行ないました。
　製糸・農林・石灰業等で栄えた昭和レトロな町並みを散策、反映の象徴とも言われる諏訪神
社、下仁田層をご案内し、昼食には“下仁田カツ丼”で舌鼓を打ちました。その後、自然史館にて
下仁田での再審査の内容や関東大会の内容について意見交換を行ないました。特に再審査は応援
団もヒアリングを受けたことから、その経験など話題に富み興味津々でありました。
　関東大会in下仁田での再会を約束され、下仁田の魅力を手土産に帰路につかれました。

平成28年ジオ（20）の日清掃美化活動がスタートされました。
　3月20日（日）平成28年初めての美化活動が青岩公園を中心
に周辺一帯で展開されました。日曜日の寛ぎの時間帯、団員はじ
めご町内の多くの方の応援を頂き、総勢30余名にて清清しい汗
を流しました。

5月ジオの日清掃美化活動のお知らせ
　5月の清掃は22日に開催される妙義山ビューライドのコースの中継地点でもある中之岳駐車場
の清掃を行ないます。
日時　平成28年5月20日（金）　AM6：30～7：15
場所　中之岳駐車場
＊ゴミ袋は用意します。各自作業し易い姿で、軍手は各自ご準備下さい。
　
訂正　前号の応援団だよりで今後の清掃活動について連絡しましたが、時刻に誤りがありました
　　　ので訂正いたします。誤った情報を掲載したことをここにお詫びします。

（訂正前）
毎月20日が日曜日の場合AM8：00から8：45まで
　　　　　　平日の場合  AM6：30から8：45まで　
（訂正後）　　
毎月20日が日曜日の場合AM8：00から8：45まで
　　　　　　平日の場合  AM6：30から7：15まで　
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下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

※下仁田町自然史館では、午前9時から午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。
※5月の休館日は2日・16日です

問合せ先　教育課ジオパーク推進係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

　下仁田ジオパークガイド養成講座の参加者はまだまだ募集中です。今年11月20・21日にはジオパーク関東大会の下仁
田開催もあり、ガイドの活躍が期待されます。ジオパークガイドとして一緒に下仁田の素晴らしさを伝えてみませんか？
【講座概要】
　平成２８年度ジオパークガイド養成講座は、基礎講習、荒船風穴・神津牧場コース、町なか散策コース、妙義山石門散策
コースの４つの講座があります。基礎講習とお好きなコースの講座を受講後、町が定める基準を満たした方にガイド認定証
が発行され、下仁田ジオパークガイドとして活動お願いします。
【日程】4月22日に実施した第1回養成講座の補講も行います。

ネギとコンニャク・ジオパーク
荒船風穴

下仁田ジオパークガイド養成講座参加者募集

　２５日に富岡製糸場と絹産業遺産群が世界遺産に登録されて2年にな
ります。そのなかのひとつ「荒船風穴」の形成の裏には下仁田の地質
や地形が大きく関わっています。風穴はどんな場所でもできるわけで
はありません。風穴を作る岩石の性質や、山の傾斜、気象条件などさ
まざまな要因の相互作用で風穴ができています。風穴を見ながら、昔
の人が地質や地形を上手に利用してきた歴史も感じてください。

※お申し込みは下仁田町自然史館まで（☎70-3070）

〈基礎講習〉
第２回 5月16日（月）　　　 ガイドの果たす役割・救命救急講習

〈荒船風穴・神津牧場コース〉
第３回 6月11日（土）　　　現地研修

〈町なか散策コース〉
第４回 6月25日（土）　　　現地研修

第５回 7月9日（土）　　　  ガイドをやってみよう

〈妙義山　石門巡りコース〉
第６回 9月19日（祝・月）　現地研修

第７回 10月2日（日）　　　ガイドをやってみよう

身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

ご寄贈いただきありがとうございます。
　中島貞夫様（下仁田）より、荒船風穴見学者用の杖
の寄贈がございました。桜の樹木を加工した手作りの
杖で、握り心地が良く軽くて丈夫な杖です。荒船風穴
は標高８００ｍの場所に位置する史跡であり、駐車場
からの道は勾配があるため、坂道を歩くときにいただ
いた杖が大活躍しそうです。大切に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

平成27年度群馬県優良企業表彰
　3月28日、群馬県優良企業表彰式が群馬県庁昭和庁舎
正庁の間において行われました。
　この表彰は、県内で活躍する優れた中小企業を顕彰する
ことにより、意欲向上に繋げるとともに、未来を担う世代が
中小企業に誇りと夢を持てるようにと定められた制度です。
　このたび当町からは、茂木食品工業株式会社（代表取締
役　茂木進）様が受賞されました。県推進の「すき焼き県」
の取り組みに協力しているほか、咀嚼力の低下した高齢者
向けのこんにゃく商品を研究開発しているほか、海外への
販路開拓にも注力していること等が高く評価されました。

下仁田町消防団・
副団長 林　孝さん受賞
　３月１８日（金）吉岡町文化センターにお
いて群馬県消防大会が行われ、下仁田町消
防団が日頃の功績を称えられ、竿頭綬を授
与しました。また、副団長の林　孝さんが永
年の消防団活動の功績が認められ、功績章
が授与されました。
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　この表彰は、県内で活躍する優れた中小企業を顕彰する
ことにより、意欲向上に繋げるとともに、未来を担う世代が
中小企業に誇りと夢を持てるようにと定められた制度です。
　このたび当町からは、茂木食品工業株式会社（代表取締
役　茂木進）様が受賞されました。県推進の「すき焼き県」
の取り組みに協力しているほか、咀嚼力の低下した高齢者
向けのこんにゃく商品を研究開発しているほか、海外への
販路開拓にも注力していること等が高く評価されました。

下仁田町消防団・
副団長 林　孝さん受賞
　３月１８日（金）吉岡町文化センターにお
いて群馬県消防大会が行われ、下仁田町消
防団が日頃の功績を称えられ、竿頭綬を授
与しました。また、副団長の林　孝さんが永
年の消防団活動の功績が認められ、功績章
が授与されました。
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エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
の

ご
案
内

　
４
月
号
で
予
告
を
し
た
と
お

り
、エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
を
使
っ
て
、素

敵
な
バ
ス
ケ
ッ
ト・キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
立
て
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
実
用
的
か
つ
お
洒
落
で
た
い

へ
ん
役
に
立
ち
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
５
月
１９
、２６
日
、（
木

曜
日
）全
２
回

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
技
術
伝
承
室

◇
講
師
　
今
井
博
美
先
生（
吉

崎
）

◇
作
品
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
キ
ッ

チ
ン
ペ
パ
ー
立
て

◇
費
用
　
１
、５
０
０
円

◇
持
ち
物
　
洗
濯
バ
サ
ミ
、ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、も
の
さ
し（
２０

〜
３０
㎝
）、手
芸
用
メ
ジ
ャ
ー
、鉛

筆◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
１５
名（
先
着
）

◇
募
集
開
始
　
５
月
２
日（
木
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
月
９
日
〜
６
月
４
日
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

　
町
内
の
幼
児
〜
中
学
生
が
応

募
し
て
く
れ
た
読
書
感
想
画
や

読
書
メ
モ
を
図
書
室
内
に
展
示

し
ま
す
。作
品
は
５
月
６
日（
金
）

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
応
募
し
て
い
な
い
人
は
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。（
応
募
し
て
く
れ

た
人
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

県
立
図
書
入
替
え
に

つ
い
て

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、県
立

図
書
館
よ
り『
地
域
協
力
図
書
』

と
し
て
文
学
、実
用
、児
童
向
け

な
ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。比

較
的
新
し
い
本
が
中
心
で
、今
年

度
か
ら
は
、４
ヶ
月
に
一
度
入
れ

替
わ
り
ま
す
。次
回
の
入
れ
替

え
は
５
月
２０
日（
金
）で
す
。ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、借
り

入
れ
の
冊
数
も
４
５
０
冊
と
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
ご
案
内

　「
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
な
人
」や

「
カ
ラ
オ
ケ
が
苦
手
な
人
」・「
カ

ラ
オ
ケ
レ
ッ
ス
ン
が
初
め
て
な
の

で
不
安
の
人
」と
い
う
方
も
大
丈

夫
で
す
。

　
歌
手
の
双
葉
先
生
が
楽
し
く

分
か
り
や
す
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま

す
。

　
レ
ッ
ス
ン
曲
は
、桟
橋
時
雨
や

南
部
蝉
し
ぐ
れ
な
ど
を
中
心
に

歌
い
ま
す
。

　
自
分
の
歌
い
た
い
曲
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
く
歌
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
６
月
１２
日・
１９
日・
２６

日（
全
て
日
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午

後
３
時
３０
分
ま
で

◇
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー

ル◇
対
象
　
成
人

◇
費
用
　
無
料

◇
定
員
　
３０
名（
先
着
順
）

◇
講
師
　
双
葉
ま
さ
ゆ
き
先
生

（
歌
手
）

◇
募
集
期
間
　
5
月
10
日（
火
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
公

民
館

☎
８２
―
３
５
３
５

日
本
式
気
功
養
生
術
体
験

教
室
の
ご
案
内（
生
命
の
貯

蓄
体
操
）

　
日
本
式
気
功
は
力
を
ぬ
い
て

丹
田
呼
吸
法
と
と
も
に
、身
体

の
経
路
線
に
当
て
て
伸
ば
す
整

体
導
引
の
運
動
で
す
。自
律
神

経
系
や
ホ
ル
モ
ン
系
を
整
え
て
、

自
然
治
ゆ
力
を
高
め
る
運
動
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
や
年
齢
に

応
じ
て
で
き
ま
す
。

　
楽
し
く
運
動
が
で
き
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
５
月
２１
、２８
、６
月

４
、１１
、１８
、２5
、７
月
２
、９
日

（
す
べ
て
土
曜
日
）全
８
回

◇
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３

階
談
話
室（
和
室
）

◇
費
用
　
無
　
料

◇
持
ち
物
等
　
バ
ス
タ
オ
ル
、体

操
の
で
き
る
服
装

◇
講
師
　
生
命
の
貯
蓄
体
操
指

導
者

◇
対
象
　
成
　
人

◇
募
集
人
数
　
２０
名

◇
募
集
期
間
　
5
月
2
日（
月
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

料
理
教
室
の
ご
案
内

　
公
民
館
で
は
、料
理
教
室
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
６
月
１６
日
・
３０
日

（
木
）

◇
時
間
　
午
前
９
時
〜
１３
時

◇
講
師
　
長
井
美
笑
子
先
生

（
小
坂
）

◇
対
象
　
成
人

◇
材
料
費
　
１
、０
０
０
円

◇
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

◇
募
集
人
員
　
２０
人

◇
料
理
内
容
　
田
舎
料
理
・お

菓
子
作
り
等
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
　
５
月
１０
日（
火
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

バ
ス
ケ
ッ
ト

キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
立
て

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
摘
み
草
の
後
先
に
な
る
影
の
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
施
設
に
は
同
姓
四
人
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）
茂
木
久
里

■
ほ
つ
れ
毛
を
撫
で
つ
け
る
指
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
縁
側
の
カ
ー
テ
ン
閉
め
つ
つ
思
ひ
お
り
は
な
れ
住
む
娘
の
日
々
の
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

馬

　山)

　山
中

　た
ね

■
散
歩
道
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
初
音
聞
く
散
歩
す
吾
も
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
鳴
き
返
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
舞
ひ
落
ち
る
花
び
ら
追
い
し
紋
白
蝶
風
の
気
ま
ま
に
流
さ
れ
翔
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

さ

ゆ

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
五
月
分
】

■
野
梅
咲
く
峠
越
え
れ
ば
一
部
落

　
　
　
　
　
　う
め

■
散
る
さ
く
ら
明
日
の
命
を
夢
に
見
て

　
　
　
　秋
月

■
惜
し
ま
れ
て
水
面
飾
る
や
花
筬

　
　
　
　
　
　旭

■
木
の
芽
出
て
雑
木
林
も
彩
の
あ
り

　
　
　
　
　才
子

■
鍬
入
れ
て
土
よ
り
春
の
匂
い
来
る

　
　
　
　
　善
子

■
春
の
雨
恵
み
養
ふ
大
地
か
な

　
　
　
　
　
　
　俊
子

■
菜
花
漬
け
白
湯
く
ぐ
ら
せ
て
舌
鼓

　
　
　
　
　次
子

い
か
だ
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エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
の

ご
案
内

　
４
月
号
で
予
告
を
し
た
と
お

り
、エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
を
使
っ
て
、素

敵
な
バ
ス
ケ
ッ
ト・キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
立
て
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
実
用
的
か
つ
お
洒
落
で
た
い

へ
ん
役
に
立
ち
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
５
月
１９
、２６
日
、（
木

曜
日
）全
２
回

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
技
術
伝
承
室

◇
講
師
　
今
井
博
美
先
生（
吉

崎
）

◇
作
品
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
キ
ッ

チ
ン
ペ
パ
ー
立
て

◇
費
用
　
１
、５
０
０
円

◇
持
ち
物
　
洗
濯
バ
サ
ミ
、ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、も
の
さ
し（
２０

〜
３０
㎝
）、手
芸
用
メ
ジ
ャ
ー
、鉛

筆◇
対
象
　
成
人

◇
募
集
人
数
　
１５
名（
先
着
）

◇
募
集
開
始
　
５
月
２
日（
木
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
開
催

（
５
月
９
日
〜
６
月
４
日
）

読
書
感
想
画・メ
モ
の
展
示

　
町
内
の
幼
児
〜
中
学
生
が
応

募
し
て
く
れ
た
読
書
感
想
画
や

読
書
メ
モ
を
図
書
室
内
に
展
示

し
ま
す
。作
品
は
５
月
６
日（
金
）

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
応
募
し
て
い
な
い
人
は
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。（
応
募
し
て
く
れ

た
人
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

県
立
図
書
入
替
え
に

つ
い
て

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、県
立

図
書
館
よ
り『
地
域
協
力
図
書
』

と
し
て
文
学
、実
用
、児
童
向
け

な
ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。比

較
的
新
し
い
本
が
中
心
で
、今
年

度
か
ら
は
、４
ヶ
月
に
一
度
入
れ

替
わ
り
ま
す
。次
回
の
入
れ
替

え
は
５
月
２０
日（
金
）で
す
。ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、借
り

入
れ
の
冊
数
も
４
５
０
冊
と
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
ご
案
内

　「
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
な
人
」や

「
カ
ラ
オ
ケ
が
苦
手
な
人
」・「
カ

ラ
オ
ケ
レ
ッ
ス
ン
が
初
め
て
な
の

で
不
安
の
人
」と
い
う
方
も
大
丈

夫
で
す
。

　
歌
手
の
双
葉
先
生
が
楽
し
く

分
か
り
や
す
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま

す
。

　
レ
ッ
ス
ン
曲
は
、桟
橋
時
雨
や

南
部
蝉
し
ぐ
れ
な
ど
を
中
心
に

歌
い
ま
す
。

　
自
分
の
歌
い
た
い
曲
の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
く
歌
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
６
月
１２
日・
１９
日・
２６

日（
全
て
日
曜
日
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午

後
３
時
３０
分
ま
で

◇
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー

ル◇
対
象
　
成
人

◇
費
用
　
無
料

◇
定
員
　
３０
名（
先
着
順
）

◇
講
師
　
双
葉
ま
さ
ゆ
き
先
生

（
歌
手
）

◇
募
集
期
間
　
5
月
10
日（
火
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
公

民
館

☎
８２
―
３
５
３
５

日
本
式
気
功
養
生
術
体
験

教
室
の
ご
案
内（
生
命
の
貯

蓄
体
操
）

　
日
本
式
気
功
は
力
を
ぬ
い
て

丹
田
呼
吸
法
と
と
も
に
、身
体

の
経
路
線
に
当
て
て
伸
ば
す
整

体
導
引
の
運
動
で
す
。自
律
神

経
系
や
ホ
ル
モ
ン
系
を
整
え
て
、

自
然
治
ゆ
力
を
高
め
る
運
動
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
や
年
齢
に

応
じ
て
で
き
ま
す
。

　
楽
し
く
運
動
が
で
き
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
期
日
　
５
月
２１
、２８
、６
月

４
、１１
、１８
、２5
、７
月
２
、９
日

（
す
べ
て
土
曜
日
）全
８
回

◇
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３

階
談
話
室（
和
室
）

◇
費
用
　
無
　
料

◇
持
ち
物
等
　
バ
ス
タ
オ
ル
、体

操
の
で
き
る
服
装

◇
講
師
　
生
命
の
貯
蓄
体
操
指

導
者

◇
対
象
　
成
　
人

◇
募
集
人
数
　
２０
名

◇
募
集
期
間
　
5
月
2
日（
月
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

料
理
教
室
の
ご
案
内

　
公
民
館
で
は
、料
理
教
室
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
６
月
１６
日
・
３０
日

（
木
）

◇
時
間
　
午
前
９
時
〜
１３
時

◇
講
師
　
長
井
美
笑
子
先
生

（
小
坂
）

◇
対
象
　
成
人

◇
材
料
費
　
１
、０
０
０
円

◇
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

◇
募
集
人
員
　
２０
人

◇
料
理
内
容
　
田
舎
料
理
・お

菓
子
作
り
等
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
　
５
月
１０
日（
火
）

〜◇
申
込
・
問
合
せ
　
下
仁
田
町

公
民
館
　
☎
８２
―
３
５
３
５

バ
ス
ケ
ッ
ト

キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
立
て
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
摘
み
草
の
後
先
に
な
る
影
の
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
施
設
に
は
同
姓
四
人
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）
茂
木
久
里

■
ほ
つ
れ
毛
を
撫
で
つ
け
る
指
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
縁
側
の
カ
ー
テ
ン
閉
め
つ
つ
思
ひ
お
り
は
な
れ
住
む
娘
の
日
々
の
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

馬

　山)

　山
中

　た
ね

■
散
歩
道
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
初
音
聞
く
散
歩
す
吾
も
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
鳴
き
返
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
舞
ひ
落
ち
る
花
び
ら
追
い
し
紋
白
蝶
風
の
気
ま
ま
に
流
さ
れ
翔
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

さ

ゆ

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
五
月
分
】

■
野
梅
咲
く
峠
越
え
れ
ば
一
部
落

　
　
　
　
　
　う
め

■
散
る
さ
く
ら
明
日
の
命
を
夢
に
見
て

　
　
　
　秋
月

■
惜
し
ま
れ
て
水
面
飾
る
や
花
筬

　
　
　
　
　
　旭

■
木
の
芽
出
て
雑
木
林
も
彩
の
あ
り

　
　
　
　
　才
子

■
鍬
入
れ
て
土
よ
り
春
の
匂
い
来
る

　
　
　
　
　善
子

■
春
の
雨
恵
み
養
ふ
大
地
か
な

　
　
　
　
　
　
　俊
子

■
菜
花
漬
け
白
湯
く
ぐ
ら
せ
て
舌
鼓

　
　
　
　
　次
子

い
か
だ


